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  「子ども虐待」の背景に存在する｢貧困｣
問題が近年注目されています。しかし、生
活保護母子加算の廃止や就学援助の見直し
など、新自由主義的政策の蔓延や自治体財
政危機の中で｢子どもの貧困｣は深刻化して
います。
   子どもの健やかな育ちを守る視点から｢
貧困｣問題の克服を考えます。

山本恒雄さん
（日本子ども家庭総合研究所/

家庭福祉研究担当部長）

エル大阪
　大ホール

①
「子どもの貧困につい
て」
シンポジウム

  子どもを取り巻く環境は、日々混沌とし
ています。シンポジウムでは解決すべきも
のとしての「貧困」だけを取り出して問題
にするにとどまらず、「貧困」をつくり出
す社会やそのプロセス、また発見から処方
等、現場の第一線で取り組まれているパネ
ラーからの提起を受けて一緒に考えます。

パネラー
　小山直樹さん

（大阪府中央子ども家庭センター
次長兼虐待対応課長）

　大平麻幸代さん
（清水クリニック医療相談室長）

　東向旬子さん
（自治労近畿地連社福評議長

/保育士）
コーディネーター

　影井良治さん（大阪市職・CW）

いきいきエイ
ジングセン
ター
第１研修室

②
「保育制度改革と規制改
革について」

  保育行政の動向と課題について国や厚生
労働省の考え方を学びます。また、全国の
保育の現状や次世代育成支援のための新た
な制度体系の考え方や規制改革についての
考え方、関係会議の議論の動きなどを一緒
に考えませんか。

伊藤経人さん
（厚生労働省雇用均等・児童家庭局

保育課課長補佐）

PLP会館5F
大会議室

③

「世界一効果的な子育て
スキルとは」
-世界の子育て現場から-
デンマーク・ドイツ・
オーストラリア・アメリ
カ発

  子どもへのかかわり方や、子育てスキル
については具体的で効果的な親への支援プ
ログラムが必要です。
  デンマーク・ドイツ・オーストラリア・
アメリカなどの世界の子育ての現状を学
び、日本の子育ての現状を知って、なぜ親
への支援プログラムが必要かを一緒に考え
ましょう。

堀　健一さん
（あゆみの丘児童家庭支援セン

ター）

PLP会館4F
中会議室

④
発達障害をもつ子どもの
理解と支援

  集団活動になじみにくい子ども・社会生
活に困難な子どもを、どの様に見てどの様
な支援が出来るか一緒に考えてみましょ
う。

高橋　和子さん
（金沢大学子どものこころの発達研

究センター特任助教）

PLP会館4F
小会議室

PLP会館4Ｆ
小Ｂ会議室

いきいきエイ
ジングセン
ター
実習室

⑥
「手作り絵本」
　　(製作実習）

  買ってくるだけが絵本じゃない。
いろんな素材をあれこれ使って世界でひと
つだけの絵本を作ってみませんか。30人完
全限定の特別実習分科会です。切ったり
貼ったりしながら、一冊の絵本を作り上げ
ます。手作り絵本のノウハウを学んでみま
せんか。

加藤啓子さん
（絵本研究家）

⑤

 　大阪は♪うまいもんがいっぱいあるんや
ね～♪と歌われるように、｢食いだおれの
町」といわれています。「大阪食＝粉も
ん」のイメージが強いですが、歴史をたど
れば大阪府下には、立派な伝統野菜があり
ます。伝統野菜のルーツや復活の経緯を知
り大阪野菜を見直し、地域で採れたものを
地域で大事に食べる【地産地消】を考えて
みませんか。また、小学校で実践されてい
る食農教育から、保育所での食育推進のひ
とつ菜園活動・体験活動の手法を一緒に学
んでみませんか。

森下正博さん
（府立食と緑の総合技術センター）
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「食育～地産地消（大阪
の野菜を考える）」


